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●●街街道道かからら安安養養寺寺  

 

 

 

 

    ●●許許波波多多神神社社（（五五ケケ庄庄））参参道道  

 

 

自然 

巨椋池があった頃、池を見ながら奈良から京都、そして北陸方面へつながる古道として、

古代から中世、近世へと幾多の貴族、武士、そして商人たちが通ったことでしょう。また、

文学の世界では、物語上の登場人物たちも牛車や馬で通った道でもあります。街角に残る石

仏や格子窓の家並みが、今にそれを伝えてくれます。 

 古代この地を支配したであろう人物が眠る二子塚古墳、飛鳥の豊浦寺の瓦を焼いた 

隼上り瓦窯跡、そして宇治陵、萬福寺、宇治上神社、宇治橋と古代から近世への歴史を 

体感できる道です。まだまだ新しい発見がありそうな街道を、昔を偲んで歩いてみましょう。 
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№20  宇治の歴史街道  

古代から近世へ  紅葉の道を歩く  

寺の前を通る道は古北陸道と呼ばれ、この集落は近世、近代を

通じて大鳳寺村と呼ばれた所である。安養寺は天台宗の古寺を

浄土宗に改められ、１６８５（貞享２）年に現在地に移された。

小野篁作と伝わる延命地蔵が知られる。 

 

萬福寺後方の丘陵“柳山”に柳大明神として祀られていたが、

1876（明治９）年 陸軍火薬庫の増設により、御旅所であった

現在の地に移った。向拝の蟇股には社殿に因んで柳と馬の彫刻

がある。 
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●●隠隠元元禅禅師師登登岸岸之之碑碑  

 

 

 

 

  ●●天天ヶヶ瀬瀬吊吊橋橋  

 

自然 

宇
治
川
高
架
橋 

京
滋
バ
イ
パ
ス 

橋にはそれぞれ、先人達の思いがたくさん込められています。そんな思いを感じなが

ら、川の流れとそれらを取り巻く美しい風景を同時に満喫できるちょっと贅沢なコース

です。その昔、中国の僧隠元が壮大な夢を持って降り立った岡屋津の浜から橋めぐりは

始まります。そして室町幕府がその夢を散らせた槇島公園へと歴史の川は流れ着きます。

一方、橋は現在と未来をつなぐ架け橋にも例えられます。

源氏物語宇治十帖の舞台となった宇治橋からは、いにしえの恋物語から雄大な川の上流

へとご案内します。春のここちよい風に吹かれながら、時間と心の旅にあなたも出掛け

てみませんか。 

 

 

歴史 
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R

宇
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№２１ 春風誘う！ 

     宇治川橋めぐり 

碑は隠元の出身地、中国福建省の花崗岩に刻まれ亀趺の台座

に乗り、隠元の上陸時に飛び立ったと伝えられる２羽の鶴、

上部には雲龍が彫られている。 

 

長さ５３.９ｍ、幅２ｍの木製橋。１９４２（昭和１７）年 

散策道の整備に合わせて架設、両岸から鋼製ワイヤー２本で

吊っている。老朽化のため１９９６（平成８）年３月に改修。

喧噪から離れた地での散策路として絶好のロケーション。 
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●●朝朝日日観観音音  

 

 

 

 

●●仏仏徳徳山山登登りり口口  

 

自然 

水面を渡る風と緑が織り成す木陰を求めて歩くコースです。 

街の喧騒からちょっと離れて、木々の呼吸や川のせせらぎを全身で感じながらひととき

の涼を探しに出掛けませんか。悠久の流れをなす宇治川を渡り、霊験あらたかな宇治上

神社へ。緑に囲まれた仏徳山（大吉山）を登りきると眼下にはその昔、平安時代の貴族

たちが心の涼を求めて目指した宇治の景色が広がります。朝日山から東海道自然歩道を

抜けてもみじ谷へ。はるか頭上からは包み込むような自然の息吹があなたの身体を癒し

てくれるでしょう。 
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№22 涼を求めて 

    宇治の緑陰を歩く 

宇

治

上

神

社 

 

標高１２４.６ｍの朝日山山頂のお堂に祀られている。 

この観音堂の建立時期は石塔の刻文に１６５２（慶安５）年

とあることから江戸初期と推定される。

 

さわらびの道「総角」の碑から登り口になっている。整備さ

れた広い曲がりくねった坂道を９００ｍ（約２０分）で展望

台である。東海自然歩道になっており、サクラ、モミジなど

の木々が四季折々の風情を見せてくれる。 
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●●ささわわららびびのの道道万万葉葉歌歌碑碑  

 

 

 

 

  ●●朝朝霧霧橋橋万万葉葉歌歌碑碑  

自然 

いつの時代も美しい風景は人々の心に感動を呼び起こします。現存する最古の歌集

といわれる万葉集には宇治の情景が多く詠まれています。ＪＲ宇治駅を後に下居神社

から白山神社へと歩を進めると、そこにははるか昔から変わらぬ自然が旅人を暖かく

迎えてくれます。秋色に染まるもみじ谷を抜けて宇治川畔へ。雄大な川の流れは脈々

と続く歴史のようです。そして仏徳山（大吉山）の頂に着く頃には、あなた自身の万

葉の歌が心の中に刻み込まれていることでしょう。そんな、ちょっぴり歌人気分を味

わえる万葉の世界へとご案内いたします。 
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№23 万葉ロマン 晩秋の紅葉に

たたずむ 万葉歌碑をめぐる 

宇

治

上

神

社 

 

大和の都から北陸や東国へと、数多くの万葉人が旅した道に佇む

万葉歌碑。歌碑に刻まれているように、手作りした幣帛(ﾇｻ)を 

道々神に手向けて安全を祈りながら旅したことがしのばれる。 

 

歌碑には「宇治川は淀瀬無からし網代人 舟呼ばふ聲をちこ

ち聞ゆ」（作者不詳）と刻まれている。この場に立って流れ

を見ていると、網代人の舟を呼ぶ声が、あちこちから聞こえ

てくるような気がしてくる。
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万葉歌碑のある 

ポイントです 
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●●札札のの辻辻  

 

 

 

●●隼隼上上りり瓦瓦窯窯跡跡  

 

 

自然 

古代から中世へ、そして近世へと、多くの人たちが暮しや商い、信仰のために 

時には戦の道として踏み固められてきたのが、古道である。 

江戸時代には、宿場、立場、高札場、馬借所などがおかれ、駅として機能した 

六地蔵 札の辻から、昔を偲んで奈良街道を南下する。 

街道沿いの寺々や街角の石仏にまつわる民話や伝承に、改めて歴史の重みや面白

さを感じるのである。 

「かげろう石」の阿弥陀三尊を拝むと、程なく世界遺産宇治上神社の森や宇治川

の流れが、疲れた体を癒してくれます。 
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№2４ 春を待つ 

     宇治の古道をめぐる 

許

波

多

神

社 

 

住宅地造成に伴い発掘された瓦窯跡。1986（昭和６１）年 

国の史跡指定を受ける。四基の瓦窯跡と、六棟の建物跡が見つ

かった。しかもここで作られた瓦は、50 キロ離れた飛鳥の豊

浦寺に運ばれていたという。 

 

札の辻の丁子路に立つ石碑で「六地蔵宿立場高札場跡」とあ

る。近世の奈良街道上に位置する宿駅であり、水運の港津と

しても賑わった。高札場の他、人足の詰所や伝馬所もあり、

最盛期には馬数も１００頭近く常備されていたという。 
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